
学生が修得すべき知識及び能力に関する情報

教育学部 

教育学部教育学科では、「教育を通して社会に貢献する使命感を持ち、教育に対する深い理解と専門的な知

識並びに実践的指導力を有し、新しい教育的な課題に対応できる教育者の養成」という目標の下、以下の 5 つ

の必要な資質、学力、能力をそなえ、所定の単位を取得した学生に学位を与えています。 

1. 基本的な学力、国際的な視野、教養、知性を伸ばし、合わせて、社会貢献する強い意志と倫理観を

身につけている。

2. コミュニケーション力、情報収集・活用力をのばし、自律的に学ぶ力、自己研鑽力を身につけている。

3. 児童・生徒理解、自己理解、他者理解できる心理学的なスキルを修得している。

4. 専門的な教育学の知識全般を修得し、クリティカルシンキング、創造的思考力、問題解決力を身につ

けている。

5. 「アクティブ・ラーニング」「ICT の活用」「実践的道徳教育」「特別に支援の必要な児童生徒への対応」

などの指導力を身につけ、初等教育専攻のものにあっては「さまざまな教科の幅広い知識と指導力」、

中等教育専攻のものにあっては「専門教科に関する高い知識と指導力」を修得している。

国際教養学部 

国際教養学部国際教養学科では、日本を学び、異文化を学び、グローバル社会に対応できる英語を学ぶこと

によって、それらを基盤として社会に貢献できる能力を持つ人材の養成を主たる目的としています。この考えに

基づき、以下のような人材が所定の単位を取得した場合に、学士（国際教養学）の学位を与えています。 

1. 国際人としてのアイデンティティを確立し、異文化に柔軟に対応するグローバルリテラシーを有する

人材

2. さまざまな専門領域を横断する知識と多角的視点を有する教養豊かな人材

3. 高い対人関係能力・コミュニケーション能力を有する人材

4. 常に社会に関心をもち、高い職業意識と自己管理能力を有する人材

5. 自由な発想で問題発見・問題解決能力を有し、時代の変化に適応できる人材

6. 上記の能力を発揮して、グローバル社会に貢献できる人材




